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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】スクリュー羽根の先端における搬送材の固着等

を抑制することができるスクリューコンベア（搬送装置

）を提供する。

【解決手段】駆動部２と、駆動部２と連動する回転軸３

ａと、回転軸３ａの軸方向に沿って設けられ、回転軸３

ａの径方向に沿って螺旋状に突出したスクリュー羽根（

突出部）３ｂと、を有すスクリュー部（搬送部）３と、

スクリュー部３を内部に備えたケース（胴体部）４と、

を有する、スクリューコンベア（搬送装置）１であって

、スクリュー羽根３ｂは、スクリュー羽根３ｂの先端３

ｃに、０度を超えて９０度未満となる先端角Ｘを備えて

いる。

【選択図】図２
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 駆 動 部 と 、

　 前 記 駆 動 部 と 連 動 す る 回 転 軸 と 、 前 記 回 転 軸 の 軸 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ 、 前 記 回 転 軸 の

径 方 向 に 沿 っ て 螺 旋 状 に 突 出 し た 突 出 部 と 、 を 有 す る 搬 送 部 と 、

　 前 記 搬 送 部 を 内 部 に 備 え た 胴 体 部 と 、

　 を 有 す る 、 搬 送 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 突 出 部 は 、 前 記 突 出 部 の 先 端 に 、 ０ 度 を 超 え て ９ ０ 度 未 満 と な る 先 端 角 を 備 え て い

る こ と を 特 徴 と す る 搬 送 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 搬 送 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 先 端 角 が 、 ４ ０ 度 以 上 ５ ０ 度 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 搬 送 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 搬 送 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 搬 送 装 置 は 、 搬 送 材 を 投 入 す る 投 入 口 と 、 前 記 搬 送 材 を 搬 出 す る 搬 出 口 と 、 前 記 投

入 口 か ら 前 記 搬 出 口 へ と 向 か う 搬 送 方 向 を 有 し 、

　 前 記 搬 送 方 向 に お け る 前 記 投 入 口 の 側 に 、 前 記 先 端 角 が 備 え ら れ て い る こ と を 特 徴 と す

る 搬 送 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 搬 送 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 搬 送 装 置 は 、 搬 送 材 を 投 入 す る 投 入 口 と 、 前 記 搬 送 材 を 搬 出 す る 搬 出 口 と 、 前 記 投

入 口 か ら 前 記 搬 出 口 へ と 向 か う 搬 送 方 向 を 有 し 、

　 前 記 搬 送 方 向 に お け る 前 記 投 入 口 の 側 に 設 け ら れ た 第 一 先 端 角 と 、 前 記 搬 出 口 の 側 に 設

け ら れ た 第 二 先 端 角 と 、 が 備 え ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 搬 送 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 ４ に 記 載 の 搬 送 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 第 一 先 端 角 と 、 前 記 第 二 先 端 角 の 角 度 が 異 な る こ と を 特 徴 と す る 搬 送 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 搬 送 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 突 出 部 は 、 突 出 部 本 体 と 、 前 記 先 端 角 を 有 す る 突 出 部 先 端 部 を 備 え て お り 、

　 前 記 突 出 部 本 体 と 前 記 突 出 部 先 端 部 に 分 解 す る こ と が 可 能 で あ り 、 前 記 突 出 部 先 端 部 の

交 換 が で き る こ と を 特 徴 と す る 搬 送 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 ６ に 記 載 の 搬 送 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 突 出 部 先 端 部 と 前 記 胴 体 部 が 当 接 し て お り 、

　 前 記 搬 送 部 が 回 転 し た 際 に 、 前 記 突 出 部 先 端 部 の 摩 耗 速 度 が 前 記 胴 体 部 の 摩 耗 速 度 よ り

も 速 い こ と を 特 徴 と す る 搬 送 装 置 。

 

【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 考 案 は 、 搬 送 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 粉 体 、 肥 料 等 の 材 料 を 搬 送 す る 装 置 と し て 、 回 転 軸 に 螺 旋 状 に 設 け ら れ た 突 起 し た 羽 根

（ 以 下 、 ス ク リ ュ ー 羽 根 と も い う ） を 回 転 さ せ て 、 容 器 内 を ス ク リ ュ ー の 回 転 軸 方 向 に 沿

っ て 搬 送 す る 搬 送 装 置 （ 以 下 、 ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア と も い う ） は 、 既 に よ く 知 ら れ て い る

（ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】
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【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ３ ６ ４ ８ ９ 号 公 報

【 考 案 の 概 要 】

【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 従 来 の ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア で は 、 容 器 の 内 壁 と ス ク リ ュ ー の 羽 根 先 端 と の 隙 間 を 搬 送 材

が 詰 ま ら な い よ う に 大 き く す る 必 要 が あ っ た が 、 隙 間 を 大 き く す れ ば 、 隙 間 分 の 搬 送 材 を

搬 送 す る こ と が で き な く な る の で 搬 送 効 率 が 悪 く な る 問 題 点 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 そ し て 、 こ の 隙 間 を 小 さ く す れ ば 、 搬 送 材 が 隙 間 で 詰 ま っ て 固 着 等 し て し ま い 、 せ ん 断

に よ る 搬 送 材 の 破 損 、 搬 送 材 の 噛 み こ み 、 及 び 搬 送 抵 抗 増 大 に よ っ て 消 費 電 力 が 上 が り コ

ス ト が 増 加 す る 等 の 問 題 点 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 考 案 は 、 上 記 の よ う な 問 題 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は

、 駆 動 部 と 、 前 記 駆 動 部 と 連 動 す る 回 転 軸 と 、 前 記 回 転 軸 の 軸 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ 、 前

記 回 転 軸 の 径 方 向 に 沿 っ て 螺 旋 状 に 突 出 し た 突 出 部 と 、 を 有 す る 搬 送 部 と 、 前 記 搬 送 部 を

内 部 に 備 え た 胴 体 部 と 、 を 有 す る 、 搬 送 装 置 で あ っ て 、 前 記 突 出 部 は 、 前 記 突 出 部 の 先 端

に 、 ０ 度 を 超 え て ９ ０ 度 未 満 と な る 先 端 角 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 搬 送 装 置 を 提 供

す る こ と に あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め の 主 た る 考 案 は 、 駆 動 部 と 、 前 記 駆 動 部 と 連 動 す る 回 転 軸 と 、

前 記 回 転 軸 の 軸 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ 、 前 記 回 転 軸 の 径 方 向 に 沿 っ て 螺 旋 状 に 突 出 し た 突

出 部 と 、 を 有 す る 搬 送 部 と 、 前 記 搬 送 部 を 内 部 に 備 え た 胴 体 部 と 、 を 有 す る 、 搬 送 装 置 で

あ っ て 、 前 記 突 出 部 は 、 前 記 突 出 部 の 先 端 に 、 ０ 度 を 超 え て ９ ０ 度 未 満 と な る 先 端 角 を 備

え て い る こ と を 特 徴 と す る 搬 送 装 置 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 考 案 の 他 の 特 徴 に つ い て は 、 本 明 細 書 及 び 添 付 図 面 の 記 載 に よ り 明 ら か に す る 。

【 考 案 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 考 案 に よ れ ば 、 駆 動 部 と 、 前 記 駆 動 部 と 連 動 す る 回 転 軸 と 、 前 記 回 転 軸 の 軸 方 向 に 沿

っ て 設 け ら れ 、 前 記 回 転 軸 の 径 方 向 に 沿 っ て 螺 旋 状 に 突 出 し た 突 出 部 と 、 を 有 す る 搬 送 部

と 、 前 記 搬 送 部 を 内 部 に 備 え た 胴 体 部 と 、 を 有 す る 、 搬 送 装 置 で あ っ て 、 前 記 突 出 部 は 、

前 記 突 出 部 の 先 端 に 、 ０ 度 を 超 え て ９ ０ 度 未 満 と な る 先 端 角 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す

る 搬 送 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 図 面 は 、 本 考 案 の 特 定 の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 考 案 の 不 可 欠 な 構 成 ば か り で な く 、 選 択 的

及 び 好 ま し い 実 施 の 形 態 を 含 む 。

【 図 １ 】 第 一 実 施 形 態 に お け る ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア の 概 略 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ に お け る ス ク リ ュ ー 羽 根 Ａ － Ａ 部 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 第 二 実 施 形 態 に お け る 図 ２ に 相 当 す る 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 第 三 実 施 形 態 に お け る 図 ２ に 相 当 す る 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 第 四 実 施 形 態 に お け る 図 ２ に 相 当 す る 図 で あ る 。

【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 明 細 書 及 び 添 付 図 面 の 記 載 に よ り 、 少 な く と も 以 下 の 事 項 が 明 ら か と な る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 駆 動 部 と 、 前 記 駆 動 部 と 連 動 す る 回 転 軸 と 、 前 記 回 転 軸 の 軸 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ 、 前

記 回 転 軸 の 径 方 向 に 沿 っ て 螺 旋 状 に 突 出 し た 突 出 部 と 、 を 有 す る 搬 送 部 と 、 前 記 搬 送 部 を

内 部 に 備 え た 胴 体 部 と 、 を 有 す る 、 搬 送 装 置 で あ っ て 、 前 記 突 出 部 は 、 前 記 突 出 部 の 先 端
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に 、 ０ 度 を 超 え て ９ ０ 度 未 満 と な る 先 端 角 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 搬 送 装 置 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 こ の よ う な 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 先 端 に 先 端 角 を 備 え る こ と に よ り 、 突 出 部 の 先 端 に お け

る 搬 送 材 の 固 着 等 を 抑 制 し な が ら 搬 送 す る こ と が で き る の で 、 搬 送 材 の せ ん 断 に よ る 破 損

の 抑 制 、 搬 送 装 置 へ の 搬 送 材 の 噛 み こ み の 抑 制 、 及 び 、 駆 動 部 へ の 負 荷 減 少 と 電 力 低 下 に

よ る コ ス ト 削 減 を 実 現 す る 搬 送 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

＜ 第 一 実 施 形 態 に つ い て ＞

　 本 実 施 形 態 に 係 る ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア １ に つ い て 図 を 用 い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 実 施

形 態 に お け る ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア １ の 概 略 図 で あ り 、 図 ２ は 、 図 １ に お け る ス ク リ ュ ー 羽

根 Ａ － Ａ 部 の 断 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 １ に 示 す よ う に ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア １ は 、 駆 動 部 ２ 、 ス ク リ ュ ー 部 ３ （ 搬 送 部 に 相 当

） 、 及 び ケ ー ス ４ （ 胴 体 部 に 相 当 ） を 有 し て い る 。 ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア １ は 、 粉 体 、 肥 料

等 の 材 料 を 搬 送 材 と し て 搬 送 す る 装 置 で あ っ て 、 搬 送 材 を 投 入 す る 投 入 口 （ 不 図 示 ） と 、

搬 送 材 を 搬 出 す る 搬 出 口 （ 不 図 示 ） と 、 投 入 口 か ら 搬 出 口 へ と 向 か う 搬 送 方 向 を 有 し て い

る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 駆 動 部 ２ は 、 ス ク リ ュ ー 部 ３ の 回 転 軸 ３ ａ と 連 結 ・ 連 動 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 駆

動 部 ２ の 回 転 に よ り ス ク リ ュ ー 部 ３ を 駆 動 回 転 さ せ る 部 位 で あ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 例 え

ば 、 電 力 で ス ク リ ュ ー 部 ３ を 駆 動 回 転 さ せ る の で あ れ ば 電 動 モ ー タ 、 手 動 で ス ク リ ュ ー 部

３ を 駆 動 回 転 さ せ る の で あ れ ば 回 転 ハ ン ド ル 等 を 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ス ク リ ュ ー 部 ３ は 、 駆 動 部 ２ と 連 動 し て 駆 動 回 転 す る 回 転 軸 ３ ａ と 、 回 転 軸 ３ ａ の 軸 方

向 に 沿 っ て 設 け ら れ 、 回 転 軸 ３ ａ の 径 方 向 に 沿 っ て 螺 旋 状 に 突 出 し た 突 出 部 （ 以 下 、 ス ク

リ ュ ー 羽 根 ３ ｂ と も い う ） と 、 を 有 し て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ス ク リ ュ ー 部 ３ は 、 回 転 軸 ３ ａ 及 び ス ク リ ュ ー 羽 根 ３ ｂ が 回 転 す る こ と に よ り 、 搬 送 材

を 搬 出 方 向 の 投 入 側 か ら 搬 出 側 へ 移 動 さ せ る 。 つ ま り 、 搬 送 材 は 、 螺 旋 状 に 設 け ら れ た ス

ク リ ュ ー 羽 根 ３ ｂ の 回 転 に よ り 押 し 出 さ れ る よ う に し て 、 回 転 軸 ３ ａ の 軸 方 向 に 沿 っ て 移

動 さ せ ら れ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 そ う す る と 、 ス ク リ ュ ー 部 ３ の 回 転 数 が 大 き い ほ ど 、 ス ク リ ュ ー 羽 根 ３ ｂ が 径 方 向 に 大

き い ほ ど 、 時 間 単 位 の 搬 送 材 の 搬 送 量 を 多 く す る こ と が 可 能 で あ る 。 し か し な が ら 、 搬 送

材 の 搬 送 量 を 多 く す る と 、 搬 送 材 の 搬 送 量 の 増 加 に 伴 っ て 駆 動 部 ２ へ の 負 荷 も 大 き く な る

。 こ の 搬 送 材 の 搬 送 量 （ ス ク リ ュ ー 部 ３ の 回 転 数 、 ス ク リ ュ ー 羽 根 ３ ｂ の 大 き さ 、 駆 動 部

２ へ 掛 け る 負 荷 等 ） は 、 必 要 な 搬 送 速 度 や 搬 送 材 の 特 性 等 に よ っ て 必 要 に 応 じ て 適 切 に 決

定 す る こ と が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ケ ー ス ４ は 、 搬 送 材 を 保 持 す る 部 位 で あ り 、 第 一 実 施 形 態 に お い て は 、 搬 送 材 を 投 入 す

る 投 入 口 と 搬 送 材 を 搬 出 す る 搬 出 口 が ケ ー ス ４ に 設 け ら れ て お り 、 投 入 口 か ら 投 入 さ れ た

搬 送 材 を 搬 出 口 か ら 搬 出 さ れ る ま で ケ ー ス ４ の 内 部 で 保 持 す る 。 ま た 、 ケ ー ス ４ の 内 部 に

は 搬 送 材 を 搬 送 す る た め の ス ク リ ュ ー 部 ３ が 回 転 自 在 に 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

＜ 先 端 角 Ｘ に つ い て ＞

　 次 に 、 先 端 角 Ｘ に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 図 １ に 示 す ス ク リ ュ ー 羽 根 Ａ － Ａ 部 の 断 面

図 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 一 実 施 形 態 に 係 る ス ク リ ュ ー 羽 根 ３ ｂ の 先 端 ３ ｃ と ケ ー

ス ４ と の 間 に は 先 端 角 Ｘ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 従 来 の ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア に お い て は 、 こ の 先 端 角 Ｘ が 設 け ら れ て い な い 。 つ ま り 、 先
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端 ３ ｃ の 厚 さ （ 搬 送 方 向 に お け る 幅 ） と ケ ー ス ４ の 内 壁 が ほ ぼ 平 行 と な る よ う に 備 え ら れ

て い る 。 換 言 す れ ば 、 先 端 ３ ｃ と ケ ー ス ４ と の 間 の 先 端 角 Ｘ が ０ 度 （ 又 は ９ ０ 度 ） と し て

用 い ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 し た が っ て 、 従 来 の ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア で は 、 搬 送 材 が ス ク リ ュ ー 羽 根 の 先 端 と ケ ー ス

の 間 で 搬 送 材 が 詰 ま っ て 固 着 し や す く 、 係 る 状 態 が 発 生 す る と 、 ス ク リ ュ ー 羽 根 と ケ ー ス

と の せ ん 断 に よ る 搬 送 材 の 破 損 、 搬 送 材 の 隙 間 へ の 噛 み こ み 、 及 び 搬 送 抵 抗 増 大 に よ っ て

消 費 電 力 が 上 が り コ ス ト が 増 加 す る 等 の 問 題 点 が あ っ た 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 こ れ に 対 し 、 第 一 実 施 形 態 に 係 る ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア １ は 、 ス ク リ ュ ー 羽 根 ３ ｂ の 先 端

３ ｃ と ケ ー ス ４ と の 間 に 先 端 角 Ｘ を 有 し て い る 。 こ の 先 端 角 Ｘ は 、 ０ 度 を 超 え て ９ ０ 度 未

満 で あ れ ば 、 従 来 の 装 置 （ 先 端 角 Ｘ が ０ 度 ） と 比 較 し て 、 上 記 し た 問 題 点 を 解 消 す る 効 果

が 得 ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 つ ま り 、 第 一 実 施 形 態 に 係 る ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア １ は 、 駆 動 部 ２ と 、 駆 動 部 ２ と 連 動 す

る 回 転 軸 ３ ａ と 、 回 転 軸 ３ ａ の 軸 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ 、 回 転 軸 ３ ａ の 径 方 向 に 沿 っ て 螺

旋 状 に 突 出 し た ス ク リ ュ ー 羽 根 ３ ｂ と 、 を 有 す る ス ク リ ュ ー 部 ３ と 、 ス ク リ ュ ー 部 ３ を 内

部 に 備 え た ケ ー ス ４ と 、 を 有 す る 、 ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア １ で あ っ て 、 ス ク リ ュ ー 羽 根 ３ ｂ

は 、 ス ク リ ュ ー 羽 根 ３ ｂ の 先 端 に 、 ０ 度 を 超 え て ９ ０ 度 未 満 と な る 先 端 角 Ｘ を 備 え て い る

こ と を 特 徴 と す る ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア １ で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 そ し て 、 ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア １ に よ れ ば 、 従 来 の ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア と 比 べ て 、 ス ク リ

ュ ー 羽 根 ３ ｂ の 先 端 に お け る 搬 送 材 の 詰 ま り や 固 着 等 を 抑 制 し な が ら 搬 送 す る こ と が で き

る の で 、 搬 送 材 の せ ん 断 に よ る 破 損 の 抑 制 、 ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア １ へ の 搬 送 材 の 噛 み こ み

の 抑 制 、 及 び 、 駆 動 部 ２ へ の 負 荷 減 少 と 電 力 低 下 に よ る コ ス ト 削 減 を 実 現 す る ス ク リ ュ ー

コ ン ベ ア １ を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま た 、 第 一 実 施 形 態 に 係 る ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア １ の 先 端 角 Ｘ は ４ ０ 度 以 上 ５ ０ 度 未 満 で

あ る こ と が 望 ま し い 。 つ ま り 、 先 端 角 Ｘ が 、 ４ ０ 度 以 上 ５ ０ 度 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す

る ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア １ で あ る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 そ し て 、 先 端 角 Ｘ を ４ ０ 度 以 上 ５ ０ 度 以 下 と す る こ と に よ り 、 搬 送 材 の 固 着 等 を よ り 抑

制 す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 搬 送 材 の せ ん 断 に よ る 破 損 の 抑 制 、 搬 送 材 の 噛 み こ み の 抑

制 、 及 び 、 駆 動 部 ２ へ の 負 荷 減 少 と 電 力 低 下 に よ る コ ス ト 削 減 等 に 対 し て 、 よ り 高 い 効 果

を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 ま た 、 第 一 実 施 形 態 に お い て は 、 ス ク リ ュ ー 羽 根 ３ ｂ の 先 端 ３ ｃ の 搬 送 方 向 に お け る 投

入 口 の 側 に 先 端 角 Ｘ が 設 け ら れ て い る 。 つ ま り 、 ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア １ は 、 搬 送 方 向 に お

け る 投 入 口 の 側 に 、 先 端 角 Ｘ が 備 え ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア １ で

あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 そ し て 、 ス ク リ ュ ー 羽 根 ３ ｂ の 投 入 口 の 側 の み に 先 端 角 Ｘ を 設 け る こ と に よ り 、 先 端 角

Ｘ を 加 工 す る た め の 加 工 費 等 を 抑 制 し つ つ 効 率 よ く 搬 送 材 の 固 着 を 抑 制 す る こ と が で き る

。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 な お 、 先 端 ３ ｃ （ 先 端 角 Ｘ ） は 、 搬 送 材 の 搬 送 に よ る 経 時 変 化 （ 摩 耗 等 ） に よ り 擦 り 減

る こ と が 考 え ら れ る 。 そ う す る と 、 上 記 し た よ う に 先 端 ３ ｃ と ケ ー ス ４ の 隙 間 が 大 き く な

り 、 搬 送 効 率 が 悪 く な る 問 題 が 発 生 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 こ の よ う な 問 題 が 発 生 し た 際 に は 、 例 え ば 、 先 端 ３ ｃ （ 先 端 角 Ｘ ） の 部 分 を 溶 射 加 工 等
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に よ り 被 膜 形 成 し て 先 端 ３ ｃ （ 先 端 角 Ｘ ） を 再 形 成 す る こ と で 係 る 問 題 を 解 決 す る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 よ り 具 体 的 な 例 を 挙 げ る と 、 先 端 角 Ｘ が ４ ５ 度 で あ る 場 合 に 、 先 端 ３ ｃ の 先 端 か ら ２ ２

ｍ ｍ の 範 囲 に お い て 溶 射 加 工 を 実 施 し 、 被 膜 厚 さ ０ ． ３ ｍ ｍ の 被 膜 を 形 成 す る 例 を 挙 げ る

こ と が で き る 。 な お 、 係 る 数 値 は 一 例 で あ り 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な く 、 ス ク リ ュ ー

コ ン ベ ア １ の 状 態 等 に よ り 適 宜 変 更 す る こ と が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

＜ 第 二 実 施 形 態 に つ い て ＞

　 次 に 、 第 二 実 施 形 態 に 係 る ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア １ １ に つ い て 図 を 用 い て 説 明 す る 。 図 ３

は 、 第 二 実 施 形 態 に 係 る ス ク リ ュ ー 部 １ ３ の ス ク リ ュ ー 羽 根 １ ３ ｂ の 先 端 １ ３ ｃ と ケ ー ス

４ と の 間 に 設 け ら れ た 、 第 一 先 端 角 Ｘ １ と 第 二 先 端 角 Ｘ ２ と の 関 係 を 示 し た 図 で あ り 、 第

一 実 施 形 態 に お け る 図 ２ に 相 当 す る 図 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 な お 、 以 下 の 説 明 に お い て は 、 第 一 実 施 形 態 と の 相 違 点 に つ い て の み 説 明 す る 。 つ ま り

、 第 一 実 施 形 態 と は 異 な る 特 徴 点 を 詳 細 に 説 明 し 、 第 一 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 と な る 部 分

の 説 明 に つ い て は 省 略 す る も の と す る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 第 二 実 施 形 態 に お い て は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ス ク リ ュ ー 羽 根 １ ３ ｂ の 先 端 １ ３ ｃ と ケ

ー ス ４ と の 間 に 、 第 一 先 端 角 Ｘ １ 及 び 第 二 先 端 角 Ｘ ２ の ２ つ の 先 端 角 を 有 し て い る 。 そ し

て 、 第 一 先 端 角 Ｘ １ に お い て は 、 搬 送 方 向 に お け る 投 入 口 の 側 に 、 第 二 先 端 角 Ｘ ２ に お い

て は 、 搬 送 方 向 に お け る 搬 出 口 の 側 に 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 つ ま り 、 第 二 実 施 形 態 に お け る ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア １ １ は 、 搬 送 方 向 に お け る 投 入 口 の

側 に 設 け ら れ た 第 一 先 端 角 Ｘ １ と 、 搬 出 口 の 側 に 設 け ら れ た 第 二 先 端 角 Ｘ ２ と 、 が 備 え ら

れ て い る こ と を 特 徴 と す る ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア １ １ で あ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 そ し て 、 投 入 口 の 側 の 第 一 先 端 角 Ｘ １ と 、 搬 出 口 の 側 の 第 二 先 端 角 Ｘ ２ と を 有 す る こ と

に よ り 、 ス ク リ ュ ー 部 １ ３ を 逆 回 転 さ せ た 場 合 に お い て も 正 回 転 し た 場 合 と 同 様 の 作 用 効

果 （ 搬 送 材 の 固 着 抑 制 に よ る 効 果 ） を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ま た 、 第 二 実 施 形 態 に お け る ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア １ １ に お い て は 、 第 一 先 端 角 Ｘ １ と 、

第 二 先 端 角 Ｘ ２ が 同 じ 角 度 で あ る 必 要 は な い 。 つ ま り 、 第 二 実 施 形 態 に お い て は 、 第 一 先

端 角 Ｘ １ と 、 第 二 先 端 角 Ｘ ２ の 角 度 が 異 な る こ と を 特 徴 と す る ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア １ １ で

あ っ て も 構 わ な い 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 そ う す る と 、 例 え ば 、 搬 送 材 を 投 入 す る 投 入 口 を 搬 送 材 が 搬 出 さ れ る 搬 出 口 に し て （ 搬

出 口 と 投 入 口 を 逆 に し て 駆 動 部 ２ を 逆 回 転 さ せ て ） 、 図 １ に 示 す 搬 送 方 向 を 反 対 方 向 と す

る こ と に よ り 、 搬 出 口 の 側 に 設 け ら れ て い た 第 二 先 端 角 Ｘ ２ が 投 入 口 の 側 に 設 け ら れ る こ

と と な る （ 第 一 先 端 角 Ｘ １ と 第 二 先 端 角 Ｘ ２ の 設 置 位 置 が 入 れ 替 わ る よ う に な る ） 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 そ し て 、 こ の よ う な 変 更 を す る こ と に よ っ て 、 第 一 先 端 角 Ｘ １ よ り 第 二 先 端 角 Ｘ ２ の 角

度 が 適 し た 搬 送 材 を 搬 送 方 向 へ 搬 送 す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア １ １

の 搬 送 方 向 を 反 転 さ せ て ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア １ １ を 用 い る こ と に よ り 、 １ 台 の ス ク リ ュ ー

コ ン ベ ア １ １ で 複 数 の 搬 送 材 に 適 し た 搬 送 を 実 現 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

＜ 第 三 実 施 形 態 に つ い て ＞

　 次 に 、 第 三 実 施 形 態 に 係 る ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ２ １ に つ い て 図 を 用 い て 説 明 す る 。 図 ４

は 、 第 三 実 施 形 態 に 係 る ス ク リ ュ ー 部 ２ ３ の ス ク リ ュ ー 羽 根 ２ ３ ｂ の 先 端 部 分 の 構 造 詳 細

を 示 し た 図 で あ り 、 第 一 実 施 形 態 に お け る 図 ２ に 相 当 す る 図 で あ る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】

　 図 ４ に 示 す よ う に 、 ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ２ １ は 、 ス ク リ ュ ー 羽 根 ２ ３ ｂ が 本 体 部 ２ ３ ｂ

１ （ 突 出 部 本 体 部 に 相 当 ） と 先 端 部 ２ ３ ｂ ２ （ 突 出 部 先 端 部 に 相 当 ） の ２ つ の 部 品 で 構 成

さ れ て い る 。 そ し て 、 ス ク リ ュ ー 羽 根 ２ ３ ｂ の 本 体 部 ２ ３ ｂ １ と 先 端 部 ２ ３ ｂ ２ は 分 解 す

る こ と が 可 能 で あ る 。 つ ま り 、 ス ク リ ュ ー 羽 根 ２ ３ ｂ に お い て は 、 先 端 部 ２ ３ ｂ ２ を 交 換

部 材 （ 消 耗 品 ） と し て 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 つ ま り 、 第 三 実 施 形 態 に 係 る ス ク リ ュ ー 羽 根 ２ ３ ｂ は 、 本 体 部 ２ ３ ｂ １ と 、 先 端 角 を 有

す る 先 端 部 ２ ３ ｂ ２ を 備 え て お り 、 本 体 部 ２ ３ ｂ １ と 先 端 部 ２ ３ ｂ ２ に 分 解 す る こ と が 可

能 で あ り 、 先 端 部 ２ ３ ｂ ２ の 交 換 が で き る こ と を 特 徴 と す る ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ２ １ で あ

る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 そ し て 、 第 三 実 施 形 態 に お い て は 、 ス ク リ ュ ー 羽 根 ２ ３ ｂ が 本 体 部 ２ ３ ｂ １ と 先 端 部 ２

３ ｂ ２ に 分 解 で き る の で 、 ス ク リ ュ ー 羽 根 ２ ３ ｂ の 先 端 部 分 が 損 傷 等 し て ス ク リ ュ ー 羽 根

２ ３ ｂ の 交 換 が 必 要 な 際 に 、 先 端 部 ２ ３ ｂ ２ の み の 交 換 で 対 応 で き る の で コ ス ト 削 減 す る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 ま た 、 第 三 実 施 形 態 に お い て は 、 本 体 部 ２ ３ ｂ １ と 先 端 部 ２ ３ ｂ ２ を 異 な る 材 質 の も の

を 用 い る こ と が で き る 。 例 え ば 、 剛 性 が 必 要 な 本 体 部 ２ ３ ｂ １ を 鋼 材 と し 、 先 端 部 ２ ３ ｂ

２ を 高 性 能 プ ラ ス チ ッ ク や ゴ ム 等 に す る こ と が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 そ し て 、 本 体 部 ２ ３ ｂ １ と 先 端 部 ２ ３ ｂ ２ を こ の よ う な 構 成 と す る と 、 例 え ば 、 ケ ー ス

４ が 鋼 材 の 場 合 、 ケ ー ス ４ の 内 壁 へ の 先 端 部 ２ ３ ｂ ２ に よ る 損 傷 を 抑 制 す る こ と が 可 能 と

な る の で 、 ケ ー ス ４ と 先 端 部 ２ ３ ｂ ２ と を 当 接 さ せ る よ う な 構 成 を と る こ と も 可 能 と な る

。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 こ れ は 、 先 端 部 ２ ３ ｂ ２ と ケ ー ス ４ の 内 壁 の 硬 さ 、 耐 摩 耗 性 等 に （ 大 き な ） 相 違 が あ る

こ と に よ っ て 実 現 が 可 能 と 言 え る 。 換 言 す れ ば 、 先 端 部 ２ ３ ｂ ２ と ケ ー ス ４ と を 当 接 さ せ

て 摩 耗 さ せ た 場 合 に 、 先 端 部 ２ ３ ｂ ２ の 摩 耗 速 度 が 大 き く 、 ケ ー ス ４ の 摩 耗 速 度 が ゼ ロ に

近 い こ と に よ り 実 現 が 可 能 と 言 え る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 つ ま り 、 第 三 実 施 形 態 に お い て は 、 先 端 部 ２ ３ ｂ ２ と ケ ー ス ４ が 当 接 し て お り 、 ス ク リ

ュ ー 部 ２ ３ が 回 転 し た 際 に 、 先 端 部 ２ ３ ｂ ２ の 摩 耗 速 度 が ケ ー ス ４ の 摩 耗 速 度 よ り も 速 い

こ と を 特 徴 と す る ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ２ １ で あ る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 そ し て 、 交 換 で き る 先 端 部 ２ ３ ｂ ２ の 摩 耗 速 度 が ケ ー ス ４ の 摩 耗 速 度 よ り も 速 い こ と に

よ り 、 先 端 部 ２ ３ ｂ ２ と ケ ー ス ４ が 当 接 し て ス ク リ ュ ー 部 ２ ３ が 回 転 し て も 、 ケ ー ス ４ の

損 傷 を 抑 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

＜ 第 四 実 施 形 態 に つ い て ＞

　 次 に 、 第 四 実 施 形 態 に 係 る ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ３ １ に つ い て 図 を 用 い て 説 明 す る 。 図 ５

は 、 第 四 実 施 形 態 に 係 る ス ク リ ュ ー 部 ３ ３ の ス ク リ ュ ー 羽 根 ３ ３ ｂ の 先 端 を 示 し た 図 で あ

り 、 第 一 実 施 形 態 に お け る 図 ２ に 相 当 す る 図 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 四 実 施 形 態 に お い て は 、 ス ク リ ュ ー 羽 根 ３ ３ ｂ の 先 端 ３ ３ ｃ に お

い て 先 端 角 Ｘ ３ を 有 す る 形 状 が 、 直 線 的 で は な く 、 曲 線 的 な 形 状 を し て い る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 つ ま り 、 第 四 実 施 形 態 に お い て は 、 先 端 角 Ｘ ３ を 構 成 す る ス ク リ ュ ー 羽 根 ３ ３ ｂ の 先 端

３ ３ ｃ の 形 状 は 、 第 一 実 施 形 態 乃 至 第 三 実 施 形 態 に 示 す よ う な 形 状 に 限 ら れ る も の で は な

く 、 第 四 実 施 形 態 に 示 す よ う な 曲 線 状 で も よ い し 、 そ の 他 の 形 状 で も 構 わ な い 。
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【 ０ ０ ５ ４ 】

　 換 言 す れ ば 、 ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ３ １ は 、 ス ク リ ュ ー 羽 根 ３ ３ ｂ の 先 端 ３ ３ ｃ に お い て

、 ０ 度 を 超 え て ９ ０ 度 未 満 の 先 端 角 Ｘ ３ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ３

１ で あ っ て 、 先 端 角 Ｘ ３ を 形 成 す る 形 状 は 、 い ず れ の 形 状 で あ っ て も 構 わ な い 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

＜ そ の 他 の 実 施 形 態 に つ い て ＞

　 上 記 の 実 施 形 態 は 、 本 考 案 の 理 解 を 容 易 に す る た め の も の で あ り 、 本 考 案 を 限 定 し て 解

釈 す る た め の も の で は な い 。 本 考 案 は 、 そ の 趣 旨 を 逸 脱 す る こ と な く 、 変 更 ・ 改 良 さ れ 得

る と 共 に 、 本 考 案 に は 、 そ の 等 価 物 が 含 ま れ る こ と は 言 う ま で も な い 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 上 記 本 考 案 は 、 少 な く と も 下 記 実 施 形 態 を 含 む こ と が で き る 。 該 実 施 形 態 は 、 分 離 し て

又 は 互 い に 組 み 合 わ せ て 採 択 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

（ １ ） 前 記 先 端 角 が 、 ４ ０ 度 以 上 ５ ０ 度 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 搬 送 装 置 。 先 端 角 を

４ ０ 度 以 上 ５ ０ 度 以 下 と す る こ と に よ り 、 搬 送 材 の 固 着 等 を よ り 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

（ ２ ） 前 記 搬 送 装 置 は 、 搬 送 材 を 投 入 す る 投 入 口 と 、 前 記 搬 送 材 を 搬 出 す る 搬 出 口 と 、 前

記 投 入 口 か ら 前 記 搬 出 口 へ と 向 か う 搬 送 方 向 を 有 し 、 前 記 搬 送 方 向 に お け る 前 記 投 入 口 の

側 に 、 前 記 先 端 角 が 備 え ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 搬 送 装 置 。 投 入 口 の 側 の み に 先 端 角

を 設 け る こ と に よ り 、 加 工 費 を 抑 制 し つ つ 効 率 よ く 搬 送 材 の 固 着 を 抑 制 す る こ と が で き る

。

【 ０ ０ ５ ９ 】

（ ３ ） 前 記 搬 送 装 置 は 、 搬 送 材 を 投 入 す る 投 入 口 と 、 前 記 搬 送 材 を 搬 出 す る 搬 出 口 と 、 前

記 投 入 口 か ら 前 記 搬 出 口 へ と 向 か う 搬 送 方 向 を 有 し 、 前 記 搬 送 方 向 に お け る 前 記 投 入 口 の

側 に 設 け ら れ た 第 一 先 端 角 と 、 前 記 搬 出 口 の 側 に 設 け ら れ た 第 二 先 端 角 と 、 が 備 え ら れ て

い る こ と を 特 徴 と す る 搬 送 装 置 。 投 入 口 の 側 の 第 一 先 端 角 と 、 搬 出 口 の 側 の 第 二 先 端 角 と

を 有 す る こ と に よ り 、 搬 出 部 を 逆 回 転 さ せ た 場 合 に お い て も 正 回 転 し た 場 合 と 同 様 の 作 用

効 果 を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

（ ４ ） 前 記 第 一 先 端 角 と 、 前 記 第 二 先 端 角 の 角 度 が 異 な る こ と を 特 徴 と す る 搬 送 装 置 。 異

な る 搬 送 材 に 適 し た 先 端 角 が 異 な る 場 合 に お い て 、 駆 動 部 と 回 転 軸 の 取 り つ け る 側 を 変 更

す る こ と に よ り 、 係 る 変 更 前 に 搬 出 側 に 設 け ら れ て い た 先 端 角 が 搬 入 側 に 設 け ら れ る こ と

と な る の で 、 回 転 軸 の 取 り つ け 方 向 を 変 更 す る こ と に よ り 、 １ つ の 搬 送 装 置 で 複 数 の 搬 送

材 に 適 し た 搬 送 を 実 現 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

（ ５ ） 前 記 突 出 部 は 、 突 出 部 本 体 と 、 前 記 先 端 角 を 有 す る 突 出 部 先 端 部 を 備 え て お り 、 前

記 突 出 部 本 体 と 前 記 突 出 部 先 端 部 を 分 解 す る こ と が 可 能 で あ り 、 前 記 突 出 部 先 端 部 の 交 換

が で き る こ と を 特 徴 と す る 搬 送 装 置 。 突 出 部 が 突 出 部 本 体 と 突 出 部 先 端 に 分 解 で き る の で

、 突 出 部 が 損 傷 等 し て 交 換 が 必 要 な 際 に 、 突 出 部 先 端 の 交 換 で 対 応 で き る の で コ ス ト 削 減

す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

（ ６ ） 前 記 突 出 部 先 端 部 と 前 記 胴 体 部 が 当 接 し て お り 、 前 記 搬 送 部 が 回 転 し た 際 に 、 前 記

突 出 部 先 端 部 の 摩 耗 速 度 が 前 記 胴 体 部 の 摩 耗 速 度 よ り も 速 い こ と を 特 徴 と す る 搬 送 装 置 。

交 換 で き る 突 出 部 先 端 部 の 摩 耗 速 度 が 胴 体 部 の 摩 耗 速 度 よ り も 速 い こ と に よ り 、 突 出 部 先

端 部 と 胴 体 部 が 当 接 し て 搬 送 部 が 回 転 し て も 、 胴 体 部 の 損 傷 を 抑 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 先 端 部 の 摩 耗 速 度 が ケ ー ス の 摩 耗 速 度 よ り も 速 い こ と

を 特 徴 と す る ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア の 実 施 形 態 を 例 と し て 挙 げ た が 、 こ れ に 限 る も の で は な

い 。 例 え ば 、 先 端 部 を セ ラ ミ ッ ク ス 等 の 高 い 耐 摩 耗 性 を 有 す る （ 摩 耗 速 度 が 遅 い ） 材 料 を

用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
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【 ０ ０ ６ ４ 】

　 そ し て 、 先 端 部 に 高 い 耐 摩 耗 性 を 有 す る 材 料 を 用 い た 場 合 に お い て 、 先 端 部 と ケ ー ス が

当 接 し な い 場 合 は 、 先 端 部 の 摩 耗 量 を 減 ら す こ と が で き る 。 そ う す る と 、 上 記 し た 溶 射 加

工 等 で 先 端 部 を 再 形 成 す る 期 間 を 延 ば す こ と が 可 能 と な り 、 手 間 と コ ス ト の 削 減 を 実 現 す

る こ と が で き る 。 ま た 、 先 端 部 と ケ ー ス が 当 接 す る 場 合 に お い て も 、 例 え ば 、 ケ ー ス が 鋼

材 の 場 合 に は ケ ー ス の 内 壁 を 先 端 部 の 形 状 に 沿 っ て 変 形 さ せ る こ と で 、 先 端 部 と ケ ー ス の

隙 間 を 小 さ く し て 効 率 よ く 搬 送 材 を 搬 送 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ６ ５ 】

１ 　 ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア （ 搬 送 装 置 ）

２ 　 駆 動 部

３ 　 ス ク リ ュ ー 部 （ 搬 送 部 ）

３ ａ 　 回 転 軸

３ ｂ 　 ス ク リ ュ ー 羽 根 （ 突 出 部 ）

３ ｃ 　 先 端

４ 　 ケ ー ス （ 胴 体 部 ）

Ｘ 　 先 端 角

 

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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